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特別講演要旨
『脳と知覚学習一環境心理学の再出発』(2)
-パターン認識における単一細胞 レベルの研究と
行動科学 レベルの研究との対応と差違
ならびに左半球BROCA領野の関与-
三 谷 恵 一
岡山大学名誉教授
岡山大学オープンラボラ トリーA l ｢神経一筋ネットワークの健康科学｣研究員
三谷(2003a,b)は､人間の生物学的 ･行動学的 ･
心理学的疾病に対処するには次の三つの道がある
と整理した｡
第-は､治療の道である｡
第二は､予防の道である｡
第 三 は ､ よ り良 い 行 動 発 達 (behavioural
development)を促進 していく道である｡ それは促
進医学､促進心理学創設-の道である｡
本論文では､この第三の道についての認識を更
に深める｡
HUBRLandWIESELによるパターン
認識に関する17野像
1 生得的な特定方向細胞の存在
HubelandWiesel(1979)は､マッカクザルやヒ
ヨコを用いたそれまでの研究を総括 して､第 1次
視覚皮質(primaryvisualcortex)である線状体
(striatecortex)､すなわち 17野(area17)のⅣ
層の外 (ⅠVa)は､｢特定方向の線分 (specifically
orientedlinesegments)｣に最もよく反応すると
している｡ その最も効果的な方向(orientation)
は､細胞(cell)によって異なり､線分の傾きが 10
度異なると反応が非常に減少するか消失 し､最適
の方向から 90度傾いた線分はほとんど決して反
応を起こさないとしている｡これを方向特定細胞
(orientation specl-fie ceHs, neurons with
orientationspecificity)と呼び､その機能は生
得的であり､不使用(disuse)によって退化すると
している(HubelandWiesel,1963)0
三谷(2001)のFig.1は､網膜から視覚皮質にい
たる視覚路のさまざまな細胞における受容野の概
念図である｡それらの aは､網膜神経節細胞と外
側膝状体核には円形の場があり､中央が興奮中枢
(excitatory center)で周 囲 が抑 制 的 で あ る
(inhibitorysurround)かその逆であるO中央に落
ちたスポットライ トは､この様な細胞からの反応
を刺激する｡ また､棒状の光(baroflight)も､
どのような方向であっても､それが中央に落ちさ
えすれば反応を刺激する｡
それらの bは､視覚皮質である線状体の細胞が､
"特定の方向を持った線分刺激"に反応する単純
細胞 (simplecell)を示 している｡ それらの Cは､
"ある正確な方向を持った線分"であれば､場所
を問わず反応 し､それが特定の方向-動いて
(moving)い て も反 応 す る複 雑 細 胞 (complex
Gells)を示 している｡ なお､線分の太さも大切で
あるとしている｡
三谷(2001)の Fig.2は､第 1次視覚皮質の基本
単位と考えられる左眼 ･右眼それぞれに対応 した
"特定の方向を持った線分刺激'にのみ反応する
分化 した機能を持ったカラム群(columns)の概念
図である｡ 図 1は､錯視(illuson)という"心の現
負"を､単純細胞や複雑細胞など "脳という視覚
機械"から説明を試みているFrithby(1979,1980
不 明 )に よ る 眼 (eye)とハ イ パ ー カ ラ ム
(hyopercolumn)との関係の概念モデルである｡
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図 1 Frithby(1980)による眼球と-イパー
カラムとの関係の概念モデル｡
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パターン認識における単一細胞
レベルの研究結果と行動科学 レ
ベルの研究結果との対応と差違
2 単一細胞レベルの研究
以上のように､ノーベル賞を獲得 したHubeland
Wiesel(1963,1965,1979)e Hubel,Wieseland
styker(1978)が 直`線"と "角'に関する特徴検
出器(featuredetector)のみを想定し､曲線の特
徴検出器を想定していないのはわれわれの資料や
結論と一致する(1996a)｡しかしながら､彼らの理
論には "直線の偵きの角度'によって視覚系への
誘目性が異なるという意味での分化 した棲能に
ついては言及されていないのである｡ また､"塞
に角を持った斜線"という発想もない｡
Hebb(1972)は､Hubelら(1963,1965)の業績の
啓蒙に際しては ｢斜線/は皮質のある一組のニュ
ーウロンを興奮させ､斜線＼または-はそれぞれ
別の一組のニューロンを興奮させる｣という記述
をしていて､自覚していたか否かは不明であるが､
垂直線ではなく斜線及び横線を例に挙げている
ことは鋭い直感として評価される｡
3 行動科学レベルの研究
次に､r単一細胞レベルの HubelandWiese.ら
の研究｣と､それと相似形の視覚スリト線分刺激
を用いた ｢行動科学レベルの三谷らの研究｣とで
は､異なる結果が得られた 5つの実験を列挙 して
図2 "視覚走査検査箱"の奥の40×40cmの壁面の
中央に 145.87×19.42mmの ｢線分刺激｣を水
平方向 ･垂直方向 ･135度の方向に 10分間提
示 して､ラッ トの視覚走査の詳細を検討する｡
みる｡ 単一細胞レベルの研究では､被験体マカッ
クザルやヒヨコの 17野の単一ニューロンにあら
かじめ電極を挿入 しておき､身体も頭も固定し不
動にして単一神経細胞のみの電気生理学的機能を
研究した｡視覚刺激となるスリット線分の提示時
間も､受容野を毎秒 10から50の速度で横切 り､
しかも5秒以下と短時間である｡
一方､行動科学レベルの研究においては､被験
体の移動活動を制止 し､顔面や顎を固定 した静
止 ･安定した環境で視覚刺激が短時間提示される
研究と､被験者を拘束 しない動的な環境で視覚刺
激が提示される臨床症状データとの帝離が指摘さ
れている (境 ･田谷 1999)｡図2に示す三谷らの
視`覚走査検査箱"を用いた行動科学は､動的視
野の解析を展開している｡
3-1 "水平線分"と "右斜線分'の誘目性は垂
直線分よりも生得的に強い使向がある
[実壊 1]
粛顔勝 生後 21日の雄Fischer344/DuCrjラッ
トを18匹購入 し､白いビニロン板で覆われた集団
ケイジ2個に入れた｡給餌 ･給水ともadlibであ
り､ホメオスタシス性の動因は特にかけられてい
なかった｡
#犀 (1)パターン提示箱 図 2のような内径
700×700×300mmの白いアクリル板で内部を覆わ
れた木製の視覚走査検査箱を制作した｡厚さ 5mm
の白のアクリル板で左右の部屋に折半し､動物は
幅 100mmの切れ目から左右の部屋に自由に出入り
できるようにした(図 2参照 ;三谷 2003a､図 1
-6参照)0
(2)パターン刺激 1本の147.58X19.4加Imの黒い
アクリル板を ｢線分パターン刺激｣として使用 し
た(図 2参照)｡このパターン刺激の長さは､三谷
(1996,2003a)の研究で知覚学習効果が確認 され
ている黒三角形の一辺の長さと等 しく設計 され
たものである｡ パ ターン刺激の幅は､Hubelら
(1965,1979)がサルの実験で用いた線分パターン
刺激が76×10mmであることを踏まえて､それと相
似型になるように設計したものである｡
(3)行動記録システム SHARPビデオカセットレ
コーダー vc-DIOOX,SONYカラービデオ ･プリン
ターUP-1800, 日立キ ドカラーC19-D75,SONY
trinitronカラーディスプレイ,日立カメラVM-
550,朋栄ビデオタイマーVTG-33などにより分析
した｡
幸彦 生後 42日になった動物の体重の平均と
分散に関して等質な 3群に分け､個室に入れた｡
平均体重は第 1群は 136.3g､第 2群は 136.3g､第
3群は 135.0gであった｡
パターン認識テス トでは､生後49日の各群の動
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物を 1匹ずつ 10分間､心理学動物実験室の第 1
実験室に置かれたパターン提示箱の右側の何のパ
ターンも提示されていない白部屋の中央から導入
した｡左部屋の左壁面の中央に､上記の ｢線分パ
ターン刺激｣を各群に対して角度を変えて提示し
た｡(三谷,2003;図 2参照)0
すなわち､｢垂直線分 90度群(N=6)｣の場合に
は､パターン刺激を垂直に提示 した｡｢水平線分 0
度群(N=6)｣の場合には､パターン刺激を水平に
提示 した｡｢右斜線分 135度群(N=6)｣の場合には､
右- 45度に提示 した｡その間の動物の行動は､隣
室の準備室との壁を貫通 したコンジットパイプに
よりケーブルを通 したビデオカメラでモニタしな
がら､ビデオタイマーにより 30mse6-30msec-
40msec単位の時刻を上書きし､観察印象も適宜に
音声で上書きしながら録画 した｡ 結果の処理に際
しては､静止画像を 30-30-40msec単位で 4分
割画面にカラー出力した上で､パターンを見てい
るか否かは 2人の実験者の意見の一致を基準とし
て判定した｡
皮 質 各群の平均パターン注視時間の平均は垂
直線分群 18.17秒､水平線分群が 27.17秒､右斜
線分群が 27.83秒であった｡SDは､それぞれ 6.41,
8.03,8.35であった｡対数変換(logx)した上で t
一検定は次のとお りである｡
(1)右斜線分 135度は､垂直線分 90度よりも誘目
性(eyeattractiv即eSS)が強い傾向にあるが､有
意差はない (t=1.98,df=10,pく.10)0
(2)水平線分 0度は､垂直線分 90度よりも誘 目
性が強い傾向にあるが､有意差はない｡(t=1.77,
df=20,pく.10)｡
3-2 水`平線分 "と "右斜線分'の誘目性は垂直
線分よりも生得的に強い傾向がある[美浜 2;莱
験 1の追試]
実験 1のアーチファク トとして､厚さ0.2mmの
アクリル製板の黒い視覚刺激線分を視覚走査検査
箱の白い壁面に貼付 していた｡そこでは､純粋な
視覚経験 (VE:visualexperience)と視覚一運
動経鹸 (VNE:visual-motorexperience)とが分
離されていない｡ラットは､時に好奇心(curiosity
drive)に駆られて､幾何学的パターンに前足で触
れることも可能である｡
そこで､実験 2では視覚パターン刺激を透明ガラ
スの背後に提示 してVEのみに絞った｡
顔瀞併 生後 21日の雄 Fischer344/DuCrjラッ
トを25匹購入した｡
幸彦 ｢垂直線分 90度群(N=12)｣と ｢水平線分
0度群(N=12)｣の二群に絞 り､各群の被検体数を
多くし､実験 1より3目早い生後 46日に視覚走査
検査を追試 した｡その他の詳細は､実験 1に準じ
た (三谷 2001)0
虎男 再び水平線分の誘目性は､垂直線分より
も強い傾向が見出された (t=1.45,df=21,pく.20)0
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図3 147.58×19.42mmの黒いアクリル板の ｢線分パ
ターン刺激｣の誘 目性は垂直線分よりも水平線分
のほうが強い｡
3-3 "水平縞'の誘目性は "垂直頼"の誘目性よ
りも生得的に強い傾向がある[実験 3]
鹿静麻 生後 220日の成熟群 F344/DuCrjラッ
ト25匹を使用 した｡
手j好 685日まで後期665日間｢三角形知覚(pL)
学習群 (N=8)｣､｢円 PL群(N=8)｣､｢ブランク群
(N=8)｣の 3群に分化させてそれぞれの特定パタ
ーン知覚学習用飼育箱で飼育した上で､ラットを
一匹ずつ視覚走査検査箱の左に垂直縞を右に水
平縞を提示する場合と､左右逆に提示する場合の
両方に 10分間放置した動的状況で観察録画 した｡
磨男 垂直縞を提示 した場合 と､水平縞を提示
130
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時
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垂 直 縞 水 平 縞
図4 水平縞の誘 目性は垂直縞より高い｡
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した場合に分けて､それぞれのパターンに対する
平均走査時間を図 4に示す｡水平縞に対する誘目
性は､垂直縞よりも一貢 して高い｡特に､何のパ
ターンも知覚学習 しなかったブランク群で差が著
しいことは､生得的傾向があることを示 している｡
3-4 "三角形の誘目性"は "円の誘目性"よりも
生得的に高い[実験 4]
顔顔耕 知覚学習を統制 した生後23日のF344/
DuCrjラット雄 22匹を使用 した｡
幸彦 生後 24日に､相容れない究極の幾何学的
パターンの基本図形として｢三角形提示群(N=11)｣
と ｢円提示群(N=11)｣とに2分 して､視覚走査検
査箱の左部屋の左壁面の中央に ｢一辺 147.58cm
の黒い一つの正三角形｣または ｢半径 7.5mmの等
外周の円｣のみを 10分間提示 した｡
虎男 三角形提示群の三角形に対する平均走査
時間は49.00秒であったのに対 して､円提示群の
円に対する平均走作時間は 23.`00秒であった｡す
なわち､三角形の誘目性は円の誘目性の 2倍以上
も生得的に有意に強い(t=3.861,pく.001,df=20;
三谷と徐 (1995)､三谷(2003a､図 1-9;三谷 2003b､
図 4)｡この現象は､今 日まで国際的に他のどの研
究者からも指摘されていない｡
孝賓 そこで､HubelandWiesel(1979)らによ
る 17野における特定方向細胞 レベルに立ち戻っ
て ｢三角形｣と ｢円｣を検討 してみる｡生得的な
特定方向細胞を､｢三角形｣と ｢円｣とでは､ど
ちらが強 く刺激することになるであろうか｡
正三角形を構成 している線分は､3本ある｡第 1
は ｢左辺である 1200の方向の線分｣である｡ 第 2
は ｢底辺である Ooの方向の線分｣である｡ 第 3
は ｢右辺である600の方向の線分｣である｡ 三角
形が提示された場合､この 3つのハイパーカラム
が刺激 されることになる (図 1参照)｡実際､"初
めて見る三角形の視覚情報処理の詳細一空自群の
場合-"685日に達 したF344/DuCrjラットでも､
三角形を構成 している要素である ｢左辺である
1200の方向の線分｣または ｢右辺である 600の
方向の線分｣を視覚走査する行動が観察される(≡
谷､1994､図 15;三谷 1995､図 4参照)0
それに反 して､"円を構成する線分は皆無であ
る'｡従って､円を提示されても､理論的には図 1
のどのハイパーカラムも刺激されないことにな
る｡実際の 30-30-40nlSeCのビデオ記録の詳細な
解析によれば､多くのハイパーカラムが接線状 2
ミリ秒単位で瞬時に使用されている (三谷 1995,
図 6,7,8;図 9,10,ll;図 12,13,14;図 15,16,17;
図 33,34,35;図 36,37,38;図 42,4344;図 45,46,
47;図48,49,50;図51,52,53;図61,62;図66,67,
68;図69,70,71;72,73,74;図75,76,77;図78,79,
80;図 81,82,83参照)0
あるいは､円に対 して直交する2つの接線の交
叉点を注視す る｡ そこには､"目に見えない三角
形"がイメージされていて､その頂点を注視 して
いる可能性 も指摘 されている (三谷 1995,考察
10;図6,7,8;図18,19,20;図36,37,38;図51,52,
53;図54,55,56;図57,58,59;図63,64,65;図69,
70,71;図 72,73,74;図 78,79,80;図 84,85,86参
照)0
いずれにしても､ハイパーカラムに対する使用
の法則(一awofuse)は成立 していない｡
以上から､"三角形の誘 目性"は "円の誘 目性"
よりも生得的に高いという実験 4の結果は､生得
的必然である｡
3-5 "倒立三角形の誘 目性"は "正立三角形の誘
目性"よりも生得的に高い[実験 5]
更に､三谷(1996)は､｢倒立三角形の誘目性｣は
｢正立三角形の誘 目性｣よりも生得的にかなり高
いことを見出 した (図 5参照)｡すなわち､いかな
るパターンも知覚学習(pL:percetpuallearning)
しなかった空白群の FishcerラットF344/DuCrj
の場合､｢正立三角形｣パターンを20分間に平均
33.0秒間注視 したのに対 して､｢倒立三角形｣が
提示 されるとその 1.92倍の63.50秒間も注視 した｡
?
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Ilo
円
くL+R)▲ 提示バト ン ▼ (L.R)
図5 倒立三角形の誘 目性は正立三角形よりも高い｡
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その具体的な "秒単位"のデータの例は､三谷
(1996)の 29頁に掲げられた ｢空白群｣雄 2の "6
分 16秒-6分30秒'の 14秒間の2度 目に見る｢倒
立三角形｣のビデオ ･グラフィック ･プ リンター
による lsec単位の視覚情報処理の詳細記録の 16
枚の画像を示 した図 8である｡すなわち､｢倒立正
三角形の 120度右斜めの右辺｣ を視覚的走査
(visualscanning)しやすい正面よりも左側の位
置に腰を降ろして主に右辺を 11秒間も不動のま
ま凝視(fixation)し､その上で首だけ左右に振っ
て左右の両辺と上辺を走査 している｡ その更なる
微細構図は､同じく図 9の (その 1)から (その
23)に掲げた 30msec-30msec-40msec単位の 450
枚の画像である｡ "倒立三角形の右斜線の誘目性
は､経簾と無関係に生得的(innately)に精神物理
学的に著 しく高く､生活体の"右斜線走査 "への
ニー ドは強い可能性が示唆 される｡
3-6 幾何学的 DescendedTriangleは右辺を視覚
走査する[実鼓 6]
隈元 ･三谷 ･下野(2003)は､幾何学的 Descended
Triangleの右辺を右視野で視覚走査することを
発見 した｡
粛#勝 岡山大学医学部動物施設の Wistar
rat10匹を使用 した｡ 平均体重は 249gであった｡
特定幾何学的パターン知覚学習の経験は無い｡
腰置.および手磨き 図 2で説明すると､視覚走
査検査箱の奥の部屋の壁面中央部にケネス ･ノー
ラン ドの "17段階"(1964)を間提示 した｡その作
品は図 6のような倒立三角形よりな り､Shoichi
Ida (1994)の イ メ ー ジ コ ン セ プ トで あ る
HDescendedTriangle(下降する三角形)"でもあ
る｡ そのカラーコピィ-の上辺の長 さが 18.7cm
の場合を"DescendedTriangle｢大｣"とし､9.0cm
の場合を"DescendedTriangle｢小｣ とした｡大と
小とは相似形であり､右辺が少 し長 く､従って倒
立三角形の底角は上辺の垂直二等分線よりも左寄
りにある｡各ラットを視覚検査箱-､その手前の■●■▼
部屋から5分間放置 した動的状況で観察録画 した｡
鹿男 DescendedTriangle ｢大｣を注視 し視覚
走査 している場合(N=10)と､DescendedTriangle
｢小｣を注視 し視覚走査 している場合(N=10)とに
分けて結果を整理 した｡その結果は､次のように
纏められる｡
① 倒立三角形 ｢大｣｢小｣の部屋への滞在時間に
ついて
DescendedTriangle｢大｣提示部屋への平均滞在
時間は 1'56"739.5msec
DescendedTriangle｢小｣提示部屋-の平均滞在
時間は 1'5"874.Omsec
であり､両図形の滞在時間に関 しては全く差がな
い｡
② 倒立三角形 ｢大｣｢小｣への注視時間について
DescendedTriangle｢大｣-の平均注視時間は
3M461.0msec
DescendedTriangle｢小｣-の平均注視時間は
2M942.9msec
であり､倒立三角形大･小の差は 1秒以下の 518.1
ミリ秒であ り､DescendedTriangle｢大｣の場合
の注視時間が 0.5秒長い (図 6参照)｡しか し､対
数変換(log[X+1]後の t-testの結果は､有意では
ない(t=0.79;ns;pく.50,df=12)｡即ち､Descended
Triangle｢大｣の場合であれ ｢小｣の場合であれ､
倒立三角形の注視時間には差がない｡
図6 幾何学的 DescendedTriangle｢大｣の ｢右辺｣
を右視野で視覚走査するWistarラッ トN0.60
視覚走査検査箱へ導入後4分 21秒 980m秒時の
写真である(隈元 ･三谷 ･下野 ;2003)0
③ 倒立三角形 ｢大｣の ｢右斜線｣のみ-の注 目
について
DescendedTriangle｢大｣が提示された場合､注
視する7匹凡てのラットが合計 10回にわた り｢右
斜線｣のみを注視 し､左斜線は生得的に決 して注
視 しない｡
④ 倒立三角形 rJtJの r右斜線｣のみへの注 目
について
DescendedTriangle｢小｣を注視する7匹のラッ●
トのうち､5匹が底角よりも右側に身を置いた上●
で､心は合計 8回にわた り左へ下降する倒立三角
形 ｢右斜線｣のみを注視する｡ ●
残る2匹は､底角よりも左側に身を置いた上で､●
心は合計 2回にわたり左へ下降する ｢右斜線｣の
みを注視する｡即ち左斜線は決 して注視 しない｡
以上を纏めたのが､図 7である｡
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以上実卓 1､実鼓 2､実鼓 3､実壊 4､実験 5､
実験 6､実験7の結果は､HubelandWiezeJらの
単一細胞 レベルの研究と理論のみでは説明でき
ない行動科学研究の成果である｡即ち､図 1の眼
球まで含めた概念モデルになれば､各ハイパーカ●●●●●
ラムの 最`終的機能"は等価ではないことになる｡
?
?
?? ?
?
左辺 右辺
図7 大 ･小倒立三角形の左 ･右斜線注視回数
パターン認識における大脳左半
球 :ブローカ領野の関与の可能性
??? ? ?? ?
? ?
??????
? ?
L-R R一一L
次に､パターン認識において､行動科学的な動●●●
的視野においては左右の視野は等機能ではなく､
｢パターンは左か ら右-視覚走査されること｣
rパターンは右視野中心で認知される｣
ことを示 し､大脳左半球ブローカ領野が関与 して
いることを示唆する｡
4 水平線分は 左`から右へ視覚走査される
[実験 7]
三谷 ･隈元(2002a)は､水平線分は左から右-(L
-R)視覚走査 されることを示 した｡
顔勝伊 生後21日の雄 Fischer344/DuCrjラット
18匹｡
gLFR び手j好き 図 2の視覚走査検査箱の左奥の
部屋の中央に 1本の 147.58×19.42mmの黒い ｢水
平線分｣を提示 した上で､生後 49日の 6匹の動物
を手前の部屋から 10分間放置 した｡
ノ後果 動物が水平線分パターンを左から右-視覚
走査 した場合を ｢L-R｣と表現 し､右から左-視
覚走査 した場合を ｢R-L｣と表現する｡
水平線分-の 6匹平均走査時間を図8の左に示
す｡｢L-R｣の平均視覚走査時間は 8.17秒である
のに対 して､｢R-L｣の平均視覚走査時間は 2.33
秒にすぎない｡対数変換後の分析の結果､｢L-R｣
の平均視覚走査時間は､｢R-L｣の平均視覚走査
時間よりも有意に長い (t=4.542,df=5,pく.01)0
次に､水平線分-の 6匹平均走査回数を図 8の
右に示す｡｢L-R｣の平均視覚走査回数は 8.5回で
あるのに対 して､｢R-L｣の平均視覚走査回数は
4.5回にすぎない｡開平変換後の分析の結果､｢L
-R｣の平均視覚走査回数は､｢R-L｣の平均視覚
走査 回数 よ りも有意 に 多 い (t-2.777,df-
5,pく.05)0
??
?? ?
? ? ?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
L-R R-L
図 8 10分間提示 された水平線分に対する視覚走査は主に左から右-
(L-R)行われる (隈元 ･三谷 ;2001)0
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図 9 水平線分の誘目性は垂直線分より高く､共に右視野で視覚走査されている｡
RVS:right-visualscanning;
SVS:straight-visualscanning;
LUVS:left-upper-visualscanning;
5 水平線分も垂直線分も共に "右視野で視覚走
査される'〔実験 8〕
三谷 (2001)は､"水平線分"も "垂直線分'
も右視野中心で視覚処理されやことを明 らかに
した｡
顔顔併 生後 21日の雄 Fischer344/DuCrjラット
25匹｡
igL賢虎び手靡 ｢水平線分提示群 (N=12)｣には､
図 2の視覚走査検査箱の左奥の部屋の中央に 1本
の 147.58×19.42mmの黒い ｢水平線分｣を提示 し
た上で､生後 46日の動物を手前の部屋から10分
間放置した｡｢垂直線分提示群 (N=12)｣には､同
じ線分パターン刺激の角度を変えて 90度に提示
した｡
厳君 動物がパターンを 2つの眼球の垂直 2等分
線よりも右の視野空間で捉えるか､パターンの垂
直 2等分線の向かって左側に身を置いてパターン
を視覚的に捉える場合 を右視野視覚走査 :RVS
(Right-VisualScanning)と定義する｡
他方､動物がパターンを2つの眼球の垂直 2等
分線よりも左の視野空間で捉えるか､パターンの
LVS:left-visualscanning;
RUVS:right-upper-visualscanning;
RLVS:rightandleftvisualscanning
垂直 2等分線の向かって右側に身を置いてパター
ンを視覚的に捉える場合を左視野視覚走査 :LVS
(Left-VisualScanning)と定義する｡
最後に､動物がパターンの垂直 2等分線上に身
を置き､パターンを 2つの眼球の垂直 2等分線を
中心にした視野空間で捉える場合を正面視覚走
査行動 :SVS(Straight-VisualScanning)と名付
ける｡
磨二男 豆).水平親 分を謬見趣屠すa虜倉 図 9の右
側に示すように水平線分に対する平均RVSは7.92
秒であり､平均 LVSは 3.33秒であった｡水平線分
に対するRVSは､LVSよりも有意に長時間である｡
(t=4.17,df=11,pく.01)0SVSは､僅かに 0.42秒
にすぎない｡
@ 垂威線分を粛朗 屠すa虜倉 図 9の左側に
示すように垂直線分に対する平均RVSは5.91秒で
あり､平均 LVSは 1.91秒であった｡垂直線分に
対する RVSも､LVSよりも有意に長時間である｡
(t=4.53,df=11,pく.01)0SVSは､僅かに 0.18秒
にすぎない｡
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6 フラクタル図形も "左から右-視覚走査され
る' 〔実験 9〕
三谷 ･隅元(2002b)は､フラクタル図形も左から
右-視覚走査 されることを明らかにした｡
身静麻 生後220日のFischer344/DuCrjラット雄
12匹と雌 11匹を使用 した｡
農産R び手虜 生後 685日に､視覚走査検査箱の左
の部屋に､図と地の面積の等 しいインクプロット
のようなフラクタル図形を提示 した上で 10分間
の行動を録画 した｡
厳君 注目されることは､"フラクタル図形"に対
する視覚情報処理の比較的長い個体データの 1秒
単位の詳細 4例 (三谷 ･隅元 2002b;図 5,図 6,図
7)中の 4例共に､フラクタル図形の視覚走査は L
-Rで行われていることである｡
7 倒立三角形も "右視野で視覚走査 される"
〔実験 6〕
隅元 ･三谷 ･下野 (2003､図 8､図 9､図 10､
図 11)は､上述の 3-6で記 した実験 6で､Wistar
ratが幾何学的 DescendedTriangleの右辺を右視
野で視覚走査することを発見 した｡
以上実鼓 7､実験 8､実卓 9､実鼓 6の結果は､●●●●
パターン認許において､行動科学的な動的視野に
おいては左右の視野は等機能ではな く､｢パター
ンは左から右へ視覚走査されること｣｢パターン
は右視野中心で認知される｣ことを示 し､大脳左
半球ブローカ領野が関与 して戦略的にパターン
認識されていることを示唆 している｡
現時点で示唆されてくる道
Hubeland仰iesel(1998)は､"Earlyexplora-
tionofvision"として生涯の研究を展望 して ｢単
一細胞 (singlecells)技法｣に終始 してきたが､
将来の技術の発展により ｢喚起一行動中の技法
(ayrake-behavingtechniques)｣との 2つのアプ
ローチを結合することが出来る日を希望する､と
している｡ 福島 (1989)は､神経ネットワークと
情報処理の前段落に HubelandWieselの研究を
"階層仮説"として位置づけている｡
本論文 な どの行動科学 のデー タは (三谷,
2003a,b)は､イギリス経験論者 Locke(1689)が
『人間知性論』で主張 した ")いま､何も書かれて
いない板 (tabularasa)である"は正当な理論で
はな く 『人間知性新論』 (1703,1765)において
Lockeの主張に強く反対 した ドイツのLeibnitzの
主張の方が妥当であることを示唆 している｡ 微視
的には HubelandWieselらの業績を堅持 しつつ
も､巨視的には行動科学のデータを加味 した大理
論体系に到達するのが､冒頭で述べた第三の道へ
の第一歩であろう｡
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